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鵬
2  08 年 7 月 27 − 29 日 ， 下層 暖湿流と上 空寒気 の 影響に

より大気 の 状態が 不 安定 となっ た，28 日 に は 北陸や近畿地

方 で 局地的な大 雨となり，兵庫 県の 都賀川 で 急 速な増水 に

よる 災害が発 生 した ．

気象研 究所 で 準リア ル タイム 解析 した国 ＋ 地理 院 GPS 連

続観測 網（GEONET ）の 可降水量 （以下 PWV ）デ
ータ の メソ 4

次 元 変分 法 同化シ ス テ ム 〔メソ 4D−Var）を用 い た同化実験

を開始 した．国 士 地 理院 の 地 上 GPS を同化 した 実験 で は ，

初期場 で 巾部山岳西側 で 水蒸気 を増加 させ ， 降水 予 測を

改善させ た が ，強 雨の 予測 に は 至 らな か っ た．
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GPS 解 析 は小 司
・
國井 （2008 ）の 手 法 により，3 時間毎 に

10 分間隔 で解析 した大気遅延 量を，気象庁の 地 上 気象観

測（SYNOP ）の 気圧 ・気温を用 い て PWV に 変換 したもの を用

い た ．同 化用 の モ デ ル の 格 子 間隔 （20km ）と観 測点 が 同程

度の密度にな る よう，観測点 の 間引きを行 い ，モ デ ル 高度と

実地形 の 高度差が 500m 未満 の GPS 点 の み を使用 した．

データ 同化 には気象庁 の メソ 4 次元変分 法デー
タ同化 シ

ス テ ム （メソ 4D−Var）を用 い ，7 月 27 目 21 時（目本標準 時）

か ら始 め て 3 時 間 の 同化 ウイン ドウを 4 回 実施 し 28 日 09

時 の 初 期値を作成 した ．GPS 　PWV を用 い ない 実験 （以下

CNTL 実験）と，　CNTL で 同化した観測デ
ー

タに加 え，　GPS
も同化 した 実 験（以 下 GPS 実験 ）の 2通 りの 実験 を行 っ た ，

CNTL 実験 で 同化 したデ
ー

タは ， 高層 ゾン デ などの コ ン ベ

上前線が解析され ，MSM の 初期場 で も前線 に 対応する水

蒸 気 の 多い 領域が表現され て い る．こ れ まで の 実験で は

4D −Var を用 い た 地 上 GPS の 同化 実験 で は ，地 上 の PNW

を大きく変化 させ る場合 ，風上側 海上 で の 水蒸 気 量 に も変

化 が 見られ た ．例えば 2004年 6 月 の 静岡豪雨 （小 司他 ，
2005）や 2006 年 9 月 の 高知 で の 大 雨 （小司 ・國井 ，

2008）な

ど，しか し，今 回の 事例 で は 地 上 GPS の 同化 の イン パ クトは

地上 に限定され て い るように 見える．
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ン ショ ナ ル な データの 他 に ，解析 雨 量 ，ウィン ドプ ロ フ ァイラー や して解 析 した 領 域 に灰 色 の ハ ッチ をつ けた

に よる高層風 ，衛 星搭載 マ イクロ 波 散乱 計 に よる海 上風 ，

衛星搭載マ イクロ 波放射計による海 上 の PWV と雨 量強度，
ドッ プラ

ー
レーダーの 動径風などで ある．
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タ同化 により作成された初期場 と，気象 庁全 球 モ デ

ル （GSM ）か ら作成した境界値を用 い ，格 子 間隔 10km の 静

力 学 MSM で 18時 間予 報を行 っ た．
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第 1図 に ，7A28 日 9 時 の 初期値 に お け る PWV の 差

（GPS 実験
一CNTL 実験）を示す ．　GPS を同化 することによっ

て 中部 山 岳 西 一南 西 部 で ，初期 場 の PWV を 6mm 以 上 増

や して い る，また北陸か ら九 州北 部 に か けて も 2mm 以 上

PW を勵 口させ て い る．この 時刻 で は石川県 か ら福繍 こ

か けて 強雨 となっ て お り，強雨域は この後南 西 に移 っ て い く，

第 1図か らは，初期揚 における PwV の 増加 が 陸 上に限ら

れ て い るこ ともわ か る，同 時刻 の 天 気 図 で は 朝 鮮半 島南東

部 か ら能 登 半島を経 て 東北地 方南部 か ら太 平洋 に 至 る地

第 2 図 に は 28 目 9 時初期値 の 3時 間先 まで の 予 測降 水

量を示す ．CNTL 実験 で は鳥取県 の 北か ら滋賀県を経て，
三河湾 に 至 る強雨域を全く予測で きて い ない ．一方 GPS 実

験 で は，鳥取県 の 北 か ら東 に延 びる雨域を表 現し，北陸 の

雨 量 も増や して い るが ，強雨 の 再 現 に は 至 っ て い な い ．3 時

間よりも先 で は 雨域は 衰弱 して しまっ て い る （図略）．
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今回 の事例は ，前線 に伴う日本海か らの 水蒸気の 流入 が

精度良く解析 され る事が重 要と考 えられ る．今後 ， 韓国や 中

国 な ど風 上 側 の 地 上 GPS 点や，　GPS 掩 蔽 デ ータの 同化も

行 い ，インパ クトを調 査す る．
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第 2 図 　7 月 28 日 eg 時 初期 値 の 3 時間 降水量 予 想 ．（a ）10km 格 子 平 均した気 象庁 解析 雨 量 （7月 29　H　O6−09 時 ）．（b）同 時 刻の 3時 間 予

測 結果（CNTL ：GPS 同 化無 〉、（c）同 時刻の 3 時間 予 測 結果 （地上 GPS を同化 ）．
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